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“つくばの社工”への招待
ー筑波大学 理工学群 社会工学類ー

社会工学類長

イリチュ 美佳
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45年以上の歴史 5,000人以上の卒業生ネットワーク
多様な分野で活躍する課題解決型・社会実装型人材の育成

“つくばの社工”の理念

複雑に絡み合う社会問題のメカニズムを科学的・工学的に理解し

新たなよりよい社会システムを提案できる人材の育成

社会問題
数理的
アプローチ

ソリューション力



“つくばの社工”のフォーカス

社会経済システム主専攻

社会・経済システムを理解・設計・
検証する経済学や心理学等の
手法を習得し、社会全体の厚生
（幸福度）の改善を行うための数理
的方策を提案する能力の育成を
目指している
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経営工学主専攻

企業をはじめとする
組織体の管理・運営・
意思決定に関する
問題を合理的にとら
え、「数学力・IT力・
現場力」を活かして
問題を解決で きる
人材の育成を目指し
ている

都市計画主専攻

社 会 工 学 の 様 々 な
科学的・工学的方法を
現実の都市・地域の
問題に応用して、それを
分析し解決策を見出せ
る能力の育成を目指し
ている



“つくばの社工”の特徴

一般的な工学

– 対象＝物や自然現象

– 工学的モデルの構築

– 物理的・化学的特徴・
性質の理解

– もの（ハード）づくりや
自然の制御

社会工学

– 対象＝人間の行動による様々
な社会現象

– 数理モデルの構築

– 文理融合の学際知識による人
間行動の特徴・性質の理解

– よりよい社会制度や組織の構
築、様々な政策や計画の提言
や評価
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社会・経済、企業・経営、都市・地域

文系科目と理系科目を融合してカリキュラム
実習、実験や演習を重視した実践的な教育
学際的思考力、客観的分析力、問題解決力



“つくばの社工”の特徴

近年の社会：

グローバル人材育成、文理融合型教育

データサイエンス分野の重要性

現実の問題を高い説明力を持って創造的に解決できる

基礎学力と応用力

「答えがある問題」の答えを導くための

単なる「知能」ではない

複雑かつ不確実性の高い世界の中で、答えが容易には見
つからない問題に立ち向かい、新たな変革を起こす「知性」

「新たなよりよい社会システムを提案・構築」
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“つくばの社工”のカリキュラム体系

6
※カリキュラムの改編で科目や区分の名称が変わる可能性があります．
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https://www.tsukuba.ac.jp/news/20240410040000.html
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就職実績の
詳細はコチラ

卒業論文の
タイトルはコチラ



“つくばの社工”の進路

過去3年の進学・就職比率

– 2023年度 進学65％、就職35％

– 2022年度 進学62％、就職38％

– 2021年度 進学70％、就職30％

＜主な就職実績(大学院を含む）＞

国家・地方公務員

環境省、金融庁、経産省、国交省、財務省、つくば市、都道府県庁、大学教員/職員

金融・保険

ゴールドマン・サックス証券、第一生命、日本生命、みずほFG、三井住友FG、三菱UFJ FG

建築・不動産

鹿島建設、清水建設、大成建設、ダイワハウス、日本住宅、三井不動産、三菱地所、UR

運輸・流通・商社・広告

イオン、伊藤忠商事、セブン＆アイ、JR各社、東急、電通、博報堂、三菱商事、楽天

情報通信・コンサルティング・シンクタンク

アクセンチュア、NTT各社、KDDI、ソフトバンク、トーマツ、日本IBM、野村総研、PwC、ヤフー

製造

NEC、花王、キヤノン、コマツ、資生堂、ソニー、デンソー、トヨタ自動車、日立、三菱重工
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次世代の社工人材を育てる人材の育成

大学教員輩出率2.03％（83人）
– 分母は、2018年度にストレートで博士号取得となる入学年度までをカウントするのが妥当と判断し、

2014年度大学院入学つまり2010年度学類入学までとした。1977年4月入学が1期生であるため、
120*（2010－1977＋１）＝120*34＝4080が分母。

– 令和元年初日（2019年5月1日）時点での棚卸を行い、社会工学類卒業で教授、准教授、助教、講
師、特任教授、客員教授等の卒業生（単なる非常勤講師は含まない）を分子。

⇒つまり、平均的に、1学年120人のうち2~3人が大学教員に。

• 筑波大学11人（教授3人、客員教授2人、准教授4人、助教2人）

• 東京大学3人（専任講師1人、助教2人）、東北大学2人（教授1人、准教授1人）、北海道
大学1人（准教授1人）、大阪大学1人（准教授1人）、神戸大学2人（教授1人、准教授1人
）ほか

• 東京都立大学1人（助教1人）、兵庫県立大学1人（准教授1人）、横浜市立大学1人（教授
1人）、大阪市立大学1人（教授1人）、高崎経済大学2人（教授1人、准教授1人）ほか

• 早稲田大学1人（教授1人）、慶應義塾大学2人（教授2人）、東京理科大学2人（教授1人
、助教1人）、学習院大学1人（教授1人）、関西学院大学1人（教授1人）、青山学院大学1
人（教授1人）、立教大学1人（特任教授1人）、法政大学1人（教授1人）ほか

• 海外大学3人（The University of Melbourne 准教授、University of Kasetsart専
任講師、Shenzhen University 助教）
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“つくばの社工”のFacebookもあります
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“つくばの社工”の入学試験

外国学校経験者特別入試 6名

– 私費留学生・帰国子女向け、小論文、面接

推薦入試 12名

– 小論文、面接

前期入試 60名（学類選抜）＋30名（総合選抜）*

– 大学入学共通テスト、個別学力検査（数学、英語）

後期入試 12名

– 大学入学共通テスト、面接

*2年次から“つくばの社工”へ 30名

– 総合選抜による入学者は、本人の希望と履修した科目、成績等に応じて、2年次
から学類・専門学群へ所属します。

– 詳しくは、総合学域群Webサイトをご覧ください。https://scs.tsukuba.ac.jp/
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“つくばの社工”のHP
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本日のアジェンダ

午前の部

– 社会経済システム主専攻模擬講義

– 経営工学主専攻模擬講義

– 都市計画主専攻模擬講義

– 総合質疑

*同時並行で、親御様向けイベント、学生によるプレゼン会を行います

午後の部（参加自由）

– 体験演習への参加希望者は、13:30までに3A204に集合してください。

• 参加希望でない方は、自由に解散もしくは散策をしてください

• 参加希望者は、可能な限り希望の主専攻の演習を受けられるよう配慮します

– 人数超過の場合は、高校3年生を優先します

– 15:30～16:30に、3A202にて、学生による個別相談会を行います
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